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６月定例会は６月３日から６月26日までの24日間の会
期で開かれ、市長提出議案等29件と、議員提出議案１件
が提出され、いずれも全員一致で承認・可決・同意しました。

４日間にわたる一般質問では、
17人の議員が活発な論戦を展開
しました。

◇
指
定
管
理
者
の
指
定(

図
書
館)

指
定
管
理
者
候
補
者
は
ど
の
よ
う

な
業
者
か
。

指
定
管
理
者
候
補
者
で
あ
る
Ｔ

Ｒ
Ｃ
・
ア
イ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、
２

社
で
構
成
さ
れ
た
共
同
事
業
体
で
あ
る
。

図
書
館
運
営
を
担
当
す
る
㈱
図
書
館
流

通
セ
ン
タ
ー
は
、
図
書
館
用
書
籍
の
販

売
の
ほ
か
、
平
成
８
年
か
ら
公
共
図
書

館
や
学
校
図
書
館
の
運
営
業
務
を
受
託

し
て
お
り
、
平
成
17
年
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
図
書
館
運
営
を
行
っ
て

幼
稚
園
は
、
国
の
制
度
に
基
づ
く
上
限

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
子
供
も

無
償
と
な
り
ま
す
が
、
本
市
は
対
象
世

帯
の
保
育
料
を
０
円
と
し
て
い
る
た
め
、

実
質
的
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
３サ
ン
キ
ュ
ー
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト

の
利
便
性
向
上(

一
般
会

計
補
正
予
算)

埼
玉
県
の
事
業
で
あ
る
３
キ
ュ
ー

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
の
利
用
期
間
が
、「
出

生
年
の
翌
年
３
月
末
ま
で
」
か
ら
、「
出

生
年
の
翌
年
12
月
末
ま
で
」
に
見
直
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
制
度
に
独
自

の
上
乗
せ
を
し
て
い
る
本
市
も
、
予
算

上
の
対
応
を
行
う
も
の
で
す
。
利
用
期

間
が
延
び
、
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

（
健
康
福
祉
委
員
会
で
の
審
査
よ
り
）

令和元年

6 月
定例会
6月 3日～
　6月 26日

こ
ど
も
医
療
費
の
対
象
者
拡
大
、
幼
保
無
償
化
な
ど
を
可
決

永 年 勤 続 議 員 表 彰
おめでとうございます

子
育
て
支
援
が
さ
ら
に
充
実

◇
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
拡
大(

条
例
改
正)　

子
育
て
に
お
け
る
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
中
学
生
ま
で
を
対
象

に
行
っ
て
い
る
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
10
月
よ
り
、
入
院
分
の
み
、

対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
に
引
き
上
げ
る

も
の
で
す
。

◇
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
保
育

料
無
償
化(

条
例
改
正)

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部

改
正
を
受
け
、
幼
稚
園
や
保
育
所
、
認

可
外
保
育
施
設
等
の
対
象
施
設
を
利
用

す
る
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
全
世
帯
の

子
供
を
対
象
に
、
令
和
元
年
10
月
分
以

降
の
保
育
料
を
無
償
と
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ

Ｑ

A

A

▲消防隊員による訓練の様子

▲指定管理者が決まった図書館

主
な
議
案
の
質
疑

子
育
て
支
援
の
主
な
議
案

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
公
共
の
場
と

意
見
書(
議
員
提
出
議
案)

を

国・
政
府
に
提
出

◇
信
頼
さ
れ
る
政
府
統
計
を
目

指
し
て
さ
ら
な
る
統
計
改
革
を

求
め
る
意
見
書                                   

わ
が
国
の
基
幹
統
計
で
あ
る
毎
月
勤

労
統
計
調
査
に
係
る
不
正
調
査
案
件
や
、

そ
れ
に
続
く
、
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
に
係
る
不
適
切
な
取
り
扱
い
は
、
政

府
統
計
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
著
し

く
失
墜
せ
し
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

統
計
は
国
の
各
種
政
策
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
信
頼
さ
れ
る
政
府
統

計
を
目
指
し
て
、
さ
ら
な
る
改
革
が
必

要
で
あ
り
、
次
に
掲
げ
る
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

①
統
計
委
員
会
に
お
け
る
基
幹
統
計
お

よ
び
一
般
統
計
に
係
る
徹
底
し
た
総

点
検
と
再
発
防
止
策
の
策
定
。

②
統
計
委
員
会
の
位
置
づ
け
の
検
討
や

分
散
型
統
計
行
政
機
構
の
問
題
点
の

整
理
。

③
統
計
に
係
る
予
算
・
人
材
の
見
直
し
。

④
統
計
に
係
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
あ
り
方
の
見
直
し
。

意
見
書

◇
消
防
職
員
の
定
数
増

(

条
例
改
正)

定
数
増(

１
３
９
人
か
ら
１
６
８

人)

に
伴
う
今
後
の
予
定
は
。

条
例
の
定
数
は
上
限
で
あ
り
、
実

際
に
は
、
人
材
育
成
や
年
齢
構
成

な
ど
を
考
慮
し
て
、
段
階
的
に
検
討
し

て
い
く
。

い
る
。
施
設
管
理
を
担
当
す
る
ア
イ
ル・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
は
、
総
合
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
と
し
て
商
業
施
設
、

公
共
施
設
等
の
施
設
管
理
を
行
っ
て
い

る
。◇

一
般
会
計
補
正
予
算

障
害
者
雇
用
支
援
業
務

(

職
員
給
与
・
人
事
管
理
費)

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

８
月
を
目
途
に
業
者
選
定
お
よ
び

契
約
を
締
結
し
、
12
月
ま
で
に
障

害
者
が
担
う
こ
と
が
で
き
る
業
務
の
把

握
や
、
業
務
に
合
わ
せ
た
就
業
環
境
・

勤
務
条
件
の
整
理
を
行
う
。
そ
の
後
、

３
月
ま
で
に
民
間
事
業
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
よ
り
多
く
の
障

害
者
に
職
員
募
集
情
報
を
周
知
し
、
採

用
選
考
を
実
施
す
る
。
な
お
、
選
考
の

際
、
有
識
者
を
配
置
す
る
こ
と
で
採
用

後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
ほ
か
、
障
害

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
職
員

向
け
の
研
修
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

ＱA

人
事
案
件

◎
公
平
委
員
会
委
員

秋
元　
善
行　
氏
（
再
任
）

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

木
村　
武
夫　
氏
（
再
任
）

鈴
木　
知
子　
氏
（
新
任
）

◎
固
定
資
産
評
価
員

駒
崎　
稔　
氏
（
新
任
）

《
結
果
》い
ず
れ
も
同
意(

全
員
一
致)

毎年、全国市議会議長会の定期総会
において、地方自治に永年貢献された市
議会議員に対して表彰が行われます。
令和元年度は、高橋秀樹議員が35年
表彰を受賞されました。
なお、10年表彰の対象である酒井郁郎
議員は同表彰を辞退いたしました。

高橋　秀樹　議員
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事故対策 市長公約

特別支援教育

浅あ
そ
う生

和か
ず
ひ
で英 

議
員

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定例市議会で、
市政全般に対し質問をすることができます。これを「一般質問」
といいます。
今定例会では、17人が一般質問を行いました。ここに掲げた

のは、その質問・答弁の大要で、質問者本人が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページからご覧いただ

くことができます。

一般質問一般質問

そこが
ききたい

▲市内を散歩する保育園児たち

◀︎荒川水循環センター上部公園パークゴルフ場のパンフレット

議
員　
特
別
支
援
学
級
を
、
来
年
度
に
新

曽
中
、
令
和
３
年
度
に
戸
田
東
小
・
中

学
校
に
設
置
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
①

特
別
支
援
教
育
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
な

い
支
援
員
や
教
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
課
題
で
あ
る
。
特
別
支
援
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
は
②
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
、
課
題
は
。

教
育
部
長　
①
２
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
各
学
校
を
巡
回
、
指
導
経
験
が
少
な
い

教
師
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
②
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
全

議
員　

就
任
し
て
一
年
、
市
長
公
約
に

関
す
る
進
捗
お
よ
び
今
後
は
。

市
長　

市
民
の
安
心
・
安
全
を
最
優
先

に
市
政
運
営
を
進
め
て
き
た
。
今
後
も

公
約
を
う
ま
く
活
用
、
ど
う
す
れ
ば
戸

田
市
の
明
る
い
未
来
が
切
り
開
け
る
か
、

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
へ
と
発
展
で

き
る
か
を
考
え
進
め
て
い
く
。

議
員　

行
政
改
革
・
公
民
連
携
推
進
担

当
が
設
置
さ
れ
た
。
①
連
携
先
と
双
方

に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
取
り
組
み
を
②
民

間
か
ら
の
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り

入
れ
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
。

総
務
部
長　
①
協
定
締
結
先
と
の
対
話

を
続
け
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
取

り
組
み
を
実
現
し
て
い
き
た
い
②
公
民

連
携
専
用
窓
口
「
公
民
連
携
フ
ァ
ー
ム
」

議
員　
大
津
市
の
事
故
を
受
け
、
戸
田
市

の
安
全
対
策
は
。
保
育
園
・
幼
稚
園
等

を
対
象
と
し
た
ゾ
ー
ン
の
設
置
検
討
を
。

市
民
生
活
部
長　
交
通
安
全
教
室
を
平

成
30
年
度
、
保
育
園
６
園
、
幼
稚
園
４

園
の
合
計
10
園
で
１
４
５
３
人
を
対
象

に
実
施
。
安
全
対
策
の
助
言
や
注
意
喚

起
な
ど
、
警
察
等
、
連
携
を
取
り
実
施

し
て
い
く
。
保
育
施
設
周
辺
の
ゾ
ー
ン

の
設
置
は
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
研
究
。

都
市
整
備
部
長　
安
全
対
策
強
化
の
た

め
市
内
77
の
保
育
施
設
に
調
査
依
頼
。

小
中
学
校
周
辺
の
調
査
も
再
度
実
施
。

議
員　
喜
沢
小
学
校
等
で
対
策
要
望
が

出
て
い
る
。
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
稼
働

基
準
設
定
や
防
砂
ネ
ッ
ト
等
の
設
置
を
。

教
育
部
長　
土
ぼ
こ
り
は
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
で
散
水
し
対
策
。
状
況
は
さ
ま
ざ

を
開
設
し
た
。
提
案
の
募
集
は
、
行
政
課

題
を
設
定
す
る
「
テ
ー
マ
型
」
と
、
課

題
設
定
を
行
わ
な
い
「
フ
リ
ー
型
」
の

募
集
を
行
う
。
民
間
企
業
等
の
自
由
な

ア
イ
デ
ア
を
広
く
募
集
す
る
。

議
員　

日
よ
け
、
早
朝
プ
レ
ー
、
回
数

券
の
導
入
、
コ
ー
ス
増
設
、
食
品
の
提

供
な
ど
の
要
望
が
あ
る
。
展
望
は
。

環
境
経
済
部
長　
日
よ
け
は
検
討
を
進

め
る
。
ア
イ
ス
も
販
売
予
定
。
動
画
の

活
用
な
ど
で
周
知
を
図
る
。
健
康
増
進

の
メ
リ
ッ
ト
構
築
や
多
世
代
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
等
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
で
、
一
律
の
基
準
は
難
し
い
。
防
砂

ネ
ッ
ト
も
研
究
し
て
い
く
。

議
員　

最
近
、
民
事
訴
訟
等
の
内
容
で

架
空
請
求
詐
欺
が
多
く
発
生
、
対
策
は
。

市
民
生
活
部
長　
平
成
30
年
度
、
市
内
の

消
費
生
活
相
談
件
数
７
３
６
件
中
、
約

２
割
１
４
５
件
の
は
が
き
架
空
請
求
の

相
談
が
あ
っ
た
。
対
策
で
は
、
チ
ラ
シ

等
で
注
意
喚
起
を
行
う
ほ
か
、
警
察
と

連
携
し
、
対
応
を
強
化
し
て
い
く
。
防

災
無
線
活
用
の
可
能
性
も
調
整
。

公
民
連
携
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
さ
ら
な
る
周

知
を

学
校
近
隣
の
砂
ぼ
こ
り
対
策
は

「
は
が
き
」で
の
架
空
請
求
詐
欺
対
策
は

佐さ
と
う藤

太た
か
の
ぶ信 

議
員

十そ
ご
う
 
た
く
や

川
拓
也 

議
員

進
捗
お
よ
び
今
後
は

大
津
市
の
事
故
を
受
け
、
安
全
対
策
は

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
は

公
約
を
生
か
し
ま
ち
の
発
展
を
目
指
す

市
内
保
育
施
設
に
調
査
を
依
頼

教
師
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

令和元年 6 月 26 日　撮影

小
中
学
校
に
各
１
人
以
上
配
置
、
学
級

担
任
、
保
護
者
等
と
の
調
整
役
を
担
う
。

担
任
等
と
の
兼
務
と
な
り
、
業
務
負
担

が
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
。

議
員　
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
は
、
告
示
日
１
回
の
み
で
は
な
く
、
写

真
を
活
用
す
る
等
、
投
稿
頻
度
を
増
や

し
て
は
②
選
挙
公
報
の
音
声
版
、
県
議

選
で
も
配
布
を
③
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
制
度
の
周
知
方
法
の
検
討
を
。

行
政
委
員
会
事
務
局
長　
①
投
票
呼
び

掛
け
の
内
容
を
工
夫
し
、
発
信
の
頻
度

を
増
や
す
②
県
議
選
で
は
配
布
し
て
い

な
い
。
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
要
望
す

る
③
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
な
ど
、

自
宅
等
で
投
票
用
紙
に
記
入
、
郵
送
可

能
。
周
知
に
つ
い
て
、
福
祉
部
と
連
携

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

▲特別支援教育教職員研修の様子

選
挙
の
啓
発
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
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一般質問一般質問

QQ

QQ

AA

AA
国民健康保険税

交通安全対策

花は
な
い
 
の
ぶ
こ

井
伸
子 

議
員

本ほ

ん

だ田 

哲て
つ 

議
員

◀平成３０年度「河川清掃業務」と「５３０運動」の実績

東京五輪・パラ

子育て支援

矢や
ざ
わ
 
は
る
か

澤
青
河 

議
員

三み

わ輪
な
お
子こ 

議
員

議
員　

国
は
、
無
償
化
の
対
象
と
な
る

認
可
外
保
育
施
設
の
範
囲
に
つ
い
て
、

質
の
向
上
を
図
る
上
で
、
地
方
自
治
体

の
条
例
で
決
め
ら
れ
る
と
し
た
。
本
市

の
条
例
制
定
の
考
え
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
条
例
制
定
に
よ

る
不
利
益
を
考
慮
し
、
現
段
階
で
は
制

定
の
考
え
は
な
い
。

議
員　
国
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
、

認
可
外
施
設
に
対
す
る
監
査
体
制
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
定
期
的
に
立
ち

入
り
調
査
等
で
確
認
を
行
う
。
施
設
に

よ
っ
て
は
頻
回
訪
問
す
る
場
合
も
あ
る
。

議
員　
56
年
ぶ
り
に
戸
田
市
内
を
聖
火

が
走
る
。
①
聖
火
リ
レ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

②
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
な
ど
推
進
を
。

市
民
生
活
部
長　
①
準
備
委
員
会
を
設

け
検
討
中
②
視
察
の
あ
っ
た
友
好
都
市

が
あ
る
中
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ボ
ー

ト
や
カ
ヌ
ー
を
中
心
に
誘
致
を
進
め
る
。

議
員　
ボ
ー
ト
の
ま
ち
戸
田
を
Ｐ
Ｒ
す

る
取
り
組
み
や
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
臨
み
、
今
後
の
想
い
は
。

市
民
生
活
部
長　
ボ
ー
ト
職
員
研
修
や

Ｐ
Ｒ
動
画
、
町
会
・
学
生
の
協
力
を
得

な
が
ら
ボ
ー
ト
の
ま
ち
戸
田
を
Ｐ
Ｒ
。

市
長　
市
民
の
レ
ガ
シ
ー
創
出
に
つ
な

が
る
よ
う
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

議
員　
プ
ラ
ご
み
の
海
洋
汚
染
は
世
界

的
な
課
題
。
分
別
が
徹
底
さ
れ
て
お
ら

議
員　
全
保
育
施
設
で
の
交
通
安
全
教

室
の
実
施
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
民
生
活
部
長　
「
事
件
事
故
発
生
マ
ッ

プ
」
を
使
い
、
散
歩
等
の
ル
ー
ト
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
助
言
と
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
が
、
園
長
会
議
等
で
積
極

的
な
実
施
を
促
す
。

議
員　
着
信
時
に
通
話
内
容
を
録
音
す

る
機
能
を
搭
載
す
る
「
自
動
録
音
付
き

電
話
」
に
つ
い
て
設
置
補
助
は
。

市
民
生
活
部
長　
機
器
の
設
置
補
助
は
、

被
害
防
止
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
。
新

た
な
対
策
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
補
助

制
度
も
含
め
、
先
進
自
治
体
の
事
例
を

研
究
し
て
い
く
。

ず
、
市
の
プ
ラ
ご
み
の
３
割
は
燃
や
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
充
電
池
に
よ
る
発
火

事
故
が
多
発
。
分
別
の
周
知
啓
発
を
。

環
境
経
済
部
長　
ご
み
出
し
の
冊
子
等
、

分
か
り
や
す
い
表
記
を
工
夫
す
る
。

議
員　
熱
回
収
可
能
焼
却
炉
の
新
設
と

と
も
に
プ
ラ
ご
み
分
別
を
廃
止
し
た
自

治
体
も
あ
る
。
研
究
を
。
市
内
の
ポ
イ

捨
て
は
年
間
26
ト
ン
以
上
。
海
洋
汚
染

の
周
知
啓
発
や
プ
ラ
ご
み
削
減
推
進
を
。

環
境
経
済
部
長　
５
３
０
ご
み
袋
へ
の

海
洋
汚
染
の
記
載
や
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
の
拡
大
。
国
の
動
向
を
見

て
、
企
業
等
へ
の
働
き
掛
け
も
検
討
。

園
児
の
移
動
経
路
に
対
す
る

安
全
対
策
強
化
を

振
り
込
め
詐
欺
被
害
ゼ
ロ
に

向
け
た
対
策
を

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み（
プ
ラ
ご
み
）

の
対
策
は

認
可
外
保
育
施
設
の
範
囲
に
条
例
制
定
の
考
え
は

市
内
を
聖
火
が
走
る
。
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
等
推
進
を

制
定
の
考
え
は
な
い

ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
を
中
心
に
進
め
る

議
員　
戸
田
漕
艇
場
東
側
の
歩
道
が
狭

く
、「
歩
道
を
広
く
し
て
ほ
し
い
」
と
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
埼
玉
県
と
協
議
、

連
携
し
、
市
民
を
含
め
戸
田
漕
艇
場
を

利
用
す
る
方
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
歩
道
を
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　
県
営
戸
田
公
園
東
側

水
路
付
近
は
、
埼
玉
県
の
都
市
計
画
公
園

の
範
囲
内
に
あ
り
、
歩
道
拡
幅
を
行
う

場
合
に
は
、
県
営
公
園
の
改
修
と
な
る
。

今
後
、
戸
田
公
園
を
利
用
す
る
方
が
園

路
（
歩
道
）
を
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

公
園
管
理
者
で
あ
る
埼
玉
県
に
働
き
掛

け
て
い
く
。

議
員　
平
成
30
年
度
の
大
幅
値
上
げ
に

驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
値
上
げ

後
の
状
況
と
今
後
に
つ
い
て
。
①
法
定

外
繰
入
金
（
市
負
担
）
の
変
化
は
②
滞

納
者
の
状
況
は
③
子
ど
も
の
均
等
割
の

免
除
を
④
今
後
の
値
上
げ
は
。

福
祉
部
長　
①
平
成
29
年
度
の
繰
入
金

は
17
億
２
５
０
０
万
円
、
30
年
度
は

２
億
６
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

財
務
部
長　
②
平
成
30
年
度
末
の
滞
納

世
帯
数
は
５
２
０
０
世
帯
、
３
億

９
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

福
祉
部
長　
③
繰
り
入
れ
削
減
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
実
施
困
難
で
あ
る
④
戸

田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
お

い
て
検
証
中
で
あ
り
、
令
和
２
年
度
以

降
は
引
き
続
き
慎
重
に
議
論
を
深
め
る
。

議
員　

市
負
担
の
法
定
外
繰
入
金
が

14
億
６
５
０
０
万
円
も
一
気
に
減
っ
た
。

保
険
税
の
上
げ
過
ぎ
と
、
県
か
ら
の
交

議
員　

２
０
１
７
年
12
月
議
会
に
お
い

て
、
戸
田
公
園
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の

ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
停
留
所
（
西
循
環
・
南

西
循
環
）
に
照
明
灯
の
設
置
を
求
め
た

が
、
そ
の
後
、
検
討
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

現
在
、
都
市
整
備
部

と
連
携
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
全
体
に
設
置

さ
れ
現
在
消
灯
し
て
い
る
フ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
点
灯
さ
せ
る
方
向
で

調
整
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
実
施
後
、

停
留
所
の
明
る
さ
を
測
定
し
、
照
明
灯

設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
。

議
員　
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
点
灯
す
る
時

期
は
い
つ
ご
ろ
か
。

都
市
整
備
部
長　
年
内
に
点
灯
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

付
金
、
県
へ
の
納
付
金
等
の
見
込
み
が

大
き
く
違
っ
た
。
滞
納
者
の
状
況
を
丁
寧

に
把
握
し
、
申
請
減
免
制
度
の
周
知
徹

底
、
子
育
て
支
援
に
逆
行
す
る
一
人
当

た
り
４
万
２
千
円
の
均
等
割
の
免
除
を

検
討
し
、
来
年
度
以
降
、
値
下
げ
は
あ

っ
て
も
値
上
げ
は
絶
対
に
や
め
る
べ
き
。

議
員　
「
市
内
公
園
ト
イ
レ
に
紙
を
」
の

声
が
多
い
。
盗
難
・
い
た
ず
ら
防
止
の

ホ
ル
ダ
ー
と
と
も
に
常
設
し
て
は
。

環
境
経
済
部
長　
現
状
で
は
困
難
。

公
園
ト
イ
レ
に
ペ
ー
パ
ー
の
常
設
を

ｔ
о
ｃ
о
バ
ス
停
留
所
へ

照
明
灯
の
設
置
を

今
後
の
値
上
げ
は

戸
田
漕
艇
場
東
側
の
歩
道
を
広
げ
る
べ
き

運
営
協
議
会
で
慎
重
に
議
論
を
深
め
る

公
園
管
理
者
の
埼
玉
県
に
働
き
掛
け
る

◀︎横断歩道を渡る保育園児たち◀︎歩道を広げてほしいと要望が出ている道路

▲以前はホルダーが付いていたようです
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QQ

QQ

AA

AA
引きこもり支援

子ども健康支援

三み
う
ら浦

芳よ
し
か
ず一 

議
員

手て
づ
か
 
し
ず
え

塚
静
枝 

議
員

安全運転対策

高齢者住宅支援

石い
し
か
わ
 
き
よ
あ
き

川
清
明 

議
員

む
と
う
葉よ

う

こ子 

議
員

議
員　
乳
幼
児
の
感
染
症
に
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
感
染
症
の
予

防
と
合
併
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ワ
ク

チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種
が
有
効
で
あ
る
。

し
か
し
、「
任
意
の
予
防
接
種
」
で
あ
る

た
め
、
接
種
費
用
は
全
額
自
己
負
担
で
あ

り
、
費
用
も
高
額
で
、
子
育
て
世
代
の

経
済
的
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
感
染

症
か
ら
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め
に

も
、
経
済
的
な
負
担
軽
減
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
任
意
予
防
接
種
」

費
用
の
助
成
に
つ
い
て
伺
う
。
①
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

は
②
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成
は
③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
一
部
助
成
は
ど
う
か
。
ま
た
、中・

高
生
の
受
験
生
対
象
だ
け
で
も
で
き
な

い
か
。

福
祉
部
長　

①
②
国
に
お
い
て
「
定
期

議
員　
本
市
の
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

中
高
年
の
引
き
こ
も
り
推
計
値
は
。

福
祉
部
長　
７
０
０
人
余
り
で
あ
る
。

議
員　

相
談
者
へ
の
対
応
に
は
、
し
っ

か
り
と
継
続
的
に
支
援
を
求
め
る
。

福
祉
部
長　
生
活
課
題
の
解
決
が
見
通

せ
る
ま
で
、
関
連
機
関
が
相
互
に
連
携

し
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

議
員　
さ
ま
ざ
ま
な
緩
和
策
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
経
済
の
停
滞
や
混
乱
を
防
ぐ

た
め
、
軽
減
税
率
の
導
入
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
円
滑
な
導
入
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
・
還
元
事
業
制
度
や
住
宅
取
得
支

援
策
等
、
市
民
に
周
知
徹
底
を
。

環
境
経
済
部
長　
商
工
会
と
連
携
し
な

が
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ル
マ
ガ
、

国
の
チ
ラ
シ
、
専
用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
情
報
提
供
し
て
周
知
を
図
る
。

予
防
接
種
」
化
へ
の
継
続
審
議
中
で
あ

り
、
助
成
に
つ
い
て
は
慎
重
な
判
断
を

し
て
い
く
③
予
防
接
種
費
用
の
助
成
は

困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
受
験
生
対
象
も

財
政
的
負
担
に
課
題
が
あ
る
。

議
員　

平
成
30
年
度
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」「
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
の
結
果
と
分
析
、
課
題
は
。

教
育
部
長　

調
査
の
目
的
は
、
授
業
改

善
の
た
め
で
あ
る
。
今
後
も
調
査
を
活

用
し
た
授

業
改
善
を

進
め
、
児

童
生
徒
へ

の
細
や
か

な
指
導
に

つ
な
げ
て

い
く
。

議
員　
平
成
30
年
度
の
配
分
金
は
５
億

円
。
市
民
に
は
そ
の
使
途
が
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。
何
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
、
視
覚
的
に
も
認
知
し

て
も
ら
え
る
努
力
を
す
べ
き
。

財
務
部
長　
「
戸
田
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
改

修
」「
歩
行
者
自
転
車
道
路
整
備
」「
消

防
車
両
整
備
」「
小
学
校
屋
内
運
動
場
非

常
用
発
電
機
設
置
」「
国
民
健
康
保
険
」

「
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
」
等
の
経
費
な
ど

に
活
用
。
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
広
く

周
知
に
努
め
る
。

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
策
は

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
を

競
艇
配
分
金
の
使
途
を
明
確
に

相
談
者
の
対
応
に
は
継
続
的
に
支
援
を
求
め
る

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
は

関
連
機
関
が
相
互
に
連
携
・
フ
ォ
ロ
ー

慎
重
な
判
断
を
し
て
い
く

◀︎心身障害者福祉センターのフリースペース

◀戸田市運転免許証自主返納促進事業のチラシ

▲改修が予定されている戸田駅前公衆トイレ

議
員　

高
齢
者
、
特
に
低
所
得
者
に
対

し
、
見
守
り
を
含
め
た
住
宅
支
援
を
。

都
市
整
備
部
長　
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
方
へ
、
市
営
住
宅
を
供
給
し
て
い
る
。

福
祉
部
長　
経
済
的
な
支
援
と
し
て
「
住

宅
家
賃
差
額
助
成
事
業
」
や
保
証
会
社

に
支
払
う
債
務
保
証
料
の
補
助
が
あ
る
。

見
守
り
支
援
は
、
民
生
委
員
や
老
人
ク

ラ
ブ
の
見
守
り
や
安
否
確
認
を
行
う
「
食

事
サ
ー
ビ
ス
」、「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

な
ど
が
あ
る
。

議
員　
住
宅
と
見
守
り
は
一
体
的
に
行

議
員　
運
転
免
許
証
自
主
返
納
促
進
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長　
制
度
開
始
か
ら
令
和

元
年
５
月
ま
で
４
７
０
人
の
方
に
利
用

さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
96
・
４
％
の
方
が

高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
の

戸
田
市
の
免
許
返
納
件
数
に
対
す
る
本

事
業
の
利
用
割
合
は
86
・
３
％
で
、
多

く
の
方
に
制
度
を
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　
受
付
期
間
終
了
後
の
対
応
は
。

市
民
生
活
部
長　
毎
月
30
人
も
の
方
が

制
度
を
利
用
し
て
い
る
現
状
等
を
踏
ま

え
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
検
討

す
る
。

議
員　
急
発
進
防
止
装
置
や
安
全
運
転

支
援
装
置
搭
載
車
の
購
入
支
援
を
。

市
民
生
活
部
長　
全
国
的
な
取
り
組
み

と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
効
果
が
高

ま
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

う
べ
き
。
介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業

と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
や
空

き
家
の
活
用
等
、
県
と
連
携
し
な
が
ら

戸
田
市
で
も
進
め
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　

現
在
、
行
っ
て
い
る
支
援

で
十
分
と
考
え
る
。
地
域
支
援
事
業
は

優
先
順
位
を
つ
け
て
支
援
し
て
い
る
た

め
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

議
員　
子
ど
も
の
学
習
場
所
が
少
な
い

と
の
声
が
あ
る
。
３
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
に
テ
ー
ブ
ル
や
カ
ウ
ン
タ
ー
、
椅
子

を
増
や
し
、
学
習
や
読
書
も
で
き
る
場

所
に
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
主
な
利
用
者
で
あ
る
障
害

の
あ
る
方
の
ご
意
見
、
車
い
す
の
動
線

に
配
慮
し
た
上
で
、
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
、
国
や
県
に

働
き
掛
け
る
。

議
員　

安
否
確
認
を
兼
ね
た
、
ご
み
出

し
支
援
事
業
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
今
後
さ
ら
に
高
齢
者
世
帯

等
は
増
加
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、

ご
み
出
し
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ

は
、
さ
ら
に
高
ま
る
と
認
識
し
て
い
る
。

環
境
省
が
行
う
、
ご
み
出
し
支
援
の
モ

デ
ル
事
業
を
注
視
し
な
が
ら
、
関
係
部

局
と
連
携
し
研
究
す
る
。

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

利
活
用
を

「
ふ
れ
あ
い
収
集
」の
実
施
を

高
齢
者
、
特
に
低
所
得
者
に
対
す
る
住
宅
支
援
を

急
発
進
防
止
装
置
等
の
購
入
支
援
を

現
在
行
っ
て
い
る
支
援
で
十
分

機
会
を
捉
え
、
国
や
県
に
働
き
掛
け
る

平
成
31
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
様
子
▼
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一般質問一般質問

QQ

QQ

AA

AA
緑のボランティア

ICT利活用

斎さ
い
と
う藤

直な
お
こ子 

議
員

敬老祝金

市長答弁

林は
や
し

冬ふ
ゆ
ひ
こ彦 

議
員

土つ

ち

や屋
英え

み

こ

美
子 

議
員

竹た
け
う
ち
 
ま
さ
あ
き

内
正
明 

議
員

議
員　
前
回
の
一
般
質
問
で
「
教
育
日

本
一
の
指
標
」
に
つ
い
て
尋
ね
、
市
長

は
「
伊
東
議
員
の
総
括
質
問
に
答
え
た

通
り
で
す
」
と
答
弁
し
た
が
、
議
会
答

弁
を
再
確
認
し
て
も
、
市
長
回
答
に
指

標
等
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
発
言
に
整

合
性
が
取
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

教
育

日
本
一
と
は
、

市
と
し
て
目

指
す
大
き
な

方
向
性
と
し

て
示
し
た
も

の
。
私
自
身

が
何
を
す
る
、

何
％
上
げ
る

と
い
っ
た
こ

議
員　
敬
老
祝
金
の
贈
呈
日
は
８
月
１

日
を
起
点
と
す
る
た
め
８
月
２
日
生
ま

れ
の
方
は
13
カ
月
も
待
た
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
誕
生
月
の
贈
呈
に
す
る
こ
と

で
何
か
不
都
合
が
生
じ
る
の
か
。

福
祉
部
長　
条
例
お
よ
び
規
則
に
定
め

て
い
る
こ
と
や
事
務
の
煩
雑
さ
を
除
け

ば
、
特
段
の
不
都
合
は
な
い
。

議
員　
不
都
合
が
な
け
れ
ば
敬
老
祝
金

は
誕
生
月
に
贈
呈
す
る
べ
き
。
回
数
に

つ
い
て
も
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
敬
老
の
月
に
贈
呈
す
る
。
ま

た
、
回
数
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
重
ね
見

直
し
た
。
当
面
は
こ
の
方
法
で
実
施
す
る
。

議
員　

美
女
木
７
丁
目
で
は
道
満
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
が
外
環
道
の
渋
滞
の
抜

け
道
と
な
り
、
朝
の
通
学
時
間
と
重
な

り
危
険
で
あ
る
。
開
門
時
間
を
８
時
と

と
ま
で
口
出
し
を
し
て
い
く
と
い
う
の

は
好
ま
し
く
な
い
。

議
員　
行
政
と
い
う
も
の
は
「
仕
組
み
」

の
中
で
動
い
て
い
る
。「
日
本
一
」
と
い

う
市
長
か
ら
の
指
示
が
、
雰
囲
気
と
か

方
向
性
だ
け
で
あ
れ
ば
、
ど
う
い
う
ふ

う
に
目
指
し
た
ら
良
い
か
市
役
所
の
ス

タ
ッ
フ
に
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
行

政
の
仕
組
み
は
、
よ
ど
み
な
く
動
く
こ

と
が
重
要
だ
が
、
身
内
と
か
知
り
合
い

の
人
に
便
宜
を
図
る
と
か
、
あ
い
ま
い

な
指
示
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
よ
ど

み
は
起
こ
る
。
市
長
は
行
政
の
ト
ッ
プ

な
の
だ
か
ら
、
論
理
的
整
合
性
を
も
っ

た
指
示
・
命
令
、
答
弁
が
重
要
。
根
拠

も
き
ち
ん
と
検
証
で
き
る
形
で
示
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ

て
言
論
の
府
で
あ
る
議
会
も
う
ま
く
進

ん
で
い
く
。
今
後
も
市
長
答
弁
に
あ
い
ま

い
な
点
が
あ
っ
た
ら
取
り
上
げ
て
い
く
。

し
た
が
、
い
ま
だ
に
危
険
で
あ
る
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
開
門
時
間
を

さ
ら
に
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　
開
門
時
間
を
８
時
と

し
た
こ
と
で
通
過
車
両
を
抑
制
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

Ｑ　
戸
田
市
で
の
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
の

繁
殖
状
況
と
駆
除
な
ど
の
対
策
は
。

Ａ　
厳
密
に
は
把
握
し
て
い
な
い
。
繁

殖
力
が
強
い
た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
注
意
喚
起
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問

誕
生
月
に
贈
呈
す
る
べ
き

発
言
に
整
合
性
が
取
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

敬
老
の
月
に
贈
呈
す
る

大
き
な
方
向
性
と
し
て
示
し
た
も
の

議
員　

戸
田
市
で
は
「
Ａ
Ｉ
総
合
案
内

サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
先

進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
Ａ

Ｉ
や
Ｒ※

Ｐ
Ａ
等
、
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
に
よ
る
業
務
改
善
の
考
え
は
。

総
務
部
長　
関
係
各
課
に
対
し
調
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

業
務
分
析
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
適
合

に
つ
い
て
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
適

合
す
る
業
務
に
つ
い
て
は
導
入
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議
員　
市
民
か
ら
の
意
見
や
要
望
は
業

務
改
善
や
市
の
発
展
の
た
め
の
財
産
だ
。

庁
内
全
体
で
共
有
し
生
か
し
て
い
く
「
庁

議
員　
緑
化
に
対
す
る
支
援
が
減
る
の

で
は
と
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
昨

年
度
と
今
年
度
の
「
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
支
援
の
違
い
は
。

環
境
経
済
部
長　
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
水
と
緑
の
公
社
が
市
補
助
金
を
受

け
、
緑
化
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
い
る
。
花
壇
の
耕
運
等
、
作
業
の
一

部
を
公
社
職
員
が
担
っ
て
い
た
が
、
サ

ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
、
参
加
団
体

に
自
立
し
た
活
動
を
行
っ
て
も
ら
う
と

い
っ
た
基
本
的
姿
勢
を
、
通
知
と
い
う

形
で
改
め
て
示
し
た
。
作
業
で
の
不
安

や
心
配
が
あ
る
場
合
に
は
今
ま
で
通
り

相
談
に
応
じ
、
市
も
、
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
今
後
と
も
継
続
す
る
よ
う
公

社
に
対
し
指
導
し
て
い
く
。

議
員　
一
度
に
４
人
の
契
約
職
員
が
離

職
し
た
が
、
人
員
的
に
対
応
が
可
能
か
。

ま
た
、
今
年
度
予
算
の
緑
化
普
及
啓
発

内
共
有
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
構
築
し
て

は
ど
う
か
。

総
務
部
長　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知
識

や
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
回
答
を
共
有

す
る
こ
と
で
経
験
の
少
な
い
職
員
で
も

過
去
の
問
い
合
わ
せ
等
を
検
索
し
質
問

に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
業
務

の
効
率
化
に
も
有
効
と
考
え
る
。
今
後

は
他
自
治
体
の
導
入
事
例
や
国
の
動
向

を
注
視
し
積
極
的
に
研
究
し
て
い
く
。

議
員　
「
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ぷ
り
」
は
ス
タ
ー
ト

か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
。
分
析
や
総
括

を
し
て
、
さ
ら
な
る
活
用
で
き
る
ア
プ

リ
に
し
て
い
く
べ
き
だ
。
認
識
は
。

政
策
秘
書
室
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
歩

な
ど
環
境
が
変
化
し
て
い
る
。
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

の
公
社
補
助
金
が
１
９
０
０
万
円
か
ら

１
０
０
０
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
公
社

の
緑
化
事
業
を
縮
小
す
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長　
現
在
の
人
員
で
対
応

可
能
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
公
社
が

経
営
改
善
と
し
て
自
主
財
源
の
活
用
に

よ
り
補
助
額
の
減
額
を
図
っ
た
も
の
で
、

事
業
を
縮
小
す
る
考
え
は
な
い
。

Ｑ　
８
０
５
０
問
題
の
支
援
策
は
。

Ａ　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
相
談
で
き

る
こ
と
を
民
生
委
員
等
に
周
知
し
、

相
談
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
す
る
。

ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ぷ
り
の
さ
ら
な
る
活
用
を

交
通
安
全
対
策
を

そ
の
他
の
質
問

さ
ら
な
る
業
務
改
善
の
考
え
は

昨
年
度
と
今
年
度
の
緑
化
に
対
す
る
支
援
の
違
い
は

適
合
す
る
業
務
は
検
討
を
進
め
て
い
く

今
ま
で
通
り
相
談
に
応
じ
縮
小
し
な
い

▲ＡＩ総合案内サービスのイメージ　
出所：（株）三菱総合研究所
および日本ビジネスシステムズ（株）

◀︎戸田市議会ホームページ

  つ

ぶやき

市
議
会
Ｈ
Ｐ
公
開
の
録
画
映

像
も
見
て
く
だ
さ
い

▼緑のボランティアの活動の様子

道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
内
の
通
り
抜
け
禁
止
の
様
子
▼

※ RPA…ロボティック・プロセス・オートメーションの略語で、定型的な単
純作業を自動化して処理する技術
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一般質問

Q

Q

A

A

クイズ○に入る言葉は、なあに？

問１　定例会の日程や議会に関するルールなど、議会全体に関係することを話し合う
　　　○○○○委員会の定数は９人です。
問２　令和元年10月より、こども医療費助成の対象年齢が、入院分のみ、○○歳までに

引き上げられます。

１年ぶりの知っtocoクイズです。
６月定例会号を読んで、皆さんも応募してく

ださい。
なお、２問とも答えを書いていただくことと、

住所は番地まで書いて応募してください。

っtocoクイズ
Nｏ．８

知
と　　こし

※ご記入いただいた個人情報は、目的(賞品の発送、当選者発表)以外には利用いたしません。

◆はがき、ファクス、メールのいずれかで応募してください。
◆クイズの答え、住所、氏名、電話番号、年齢、職業(学校名)、議会だよりの感想を書いてくだ

さい。  　　　    部分の記載は任意です。
◆正解者の中から抽選で５人の方に、クオカード(500円分)をプレゼントします。

【は が き】〒335-8588　戸田市上戸田1-18-1　戸田市議会事務局「知っtocoクイズ」係
【ファクス】048(433)2212　「知っtocoクイズ」係　
【メ ー ル】gikaijimu@city.toda.saitama.jp

メールの件名は、「知っtocoクイズ」としてください。

◆締め切り　　８月30日(金)必着

議員の寄附禁止
のルール

贈らない！
議員がイベント等で寄附をすること。

求めない！
有権者や町会等各種団体が議員に寄
附を要求すること。

受け取らない！
議員が寄附を持ってきても有権者や
町会等各種団体は受け取らないこと。

　議員が選挙区内の人や
団体にお金や物を贈るこ
とは、時期や理由を問わ
ず法律で禁止されていま
す。また、有権者が議員
に対し、寄附を求めるこ
とも禁止されています。

受動喫煙防止

保育園

高た
か
は
し橋

秀ひ

で

き樹 

議
員

酒さ
か
い井

郁い
く
ろ
う郎 

議
員

議
員　

保
育
園
の
昼
寝
が
長
過
ぎ
て
、

夜
寝
な
い
、
朝
起
き
な
い
と
い
う
の
が

保
育
園
児
の
保
護
者
共
通
の
悩
み
で
あ

る
。
研
究
者
か
ら
は
、「
３
歳
前
後
か
ら

昼
寝
は
必
要
な
い
。
保
育
園
の
昼
寝
の

習
慣
は
、
歩
け
る
子
に
ハ
イ
ハ
イ
を
強

要
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
発
達
段
階
に

合
わ
な
い
不
自
然
な
こ
と
で
あ
る
」
と

の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
状
、
保

育
園
で
は
「
基
本
は
寝
る
」
と
い
う
状
況

議
員　

日
本
人
の
喫
煙
者
は
、
男
29
・

４
％
。
女
７・
２
％
だ
が
、
40
代
で
は
男

39
・
６
％
が
喫
煙
し
て
お
り
、
た
ば
こ
を

吸
う
人
の
人
権
も
、
権
利
も
あ
る
。
市

役
所
に
喫
煙
所
は
必
要
。
市
役
所
東
側

の
空
き
地
を
分
筆
し
、
喫
煙
所
と
し
て

登
記
で
き
な
い
か
。

財
務
部
長　
健
康
増
進
法
の
改
正
に
よ

り
、
特
定
屋
外
喫
煙
場
所
の
規
定
で
は

①
喫
煙
す
る
場
所
が
区
画
さ
れ
て
い
る

こ
と
②
喫
煙
場
所
と
記
載
さ
れ
た
標
識

を
掲
示
③
市
庁
舎
を
利
用
す
る
人
が
通

常
立
ち
入
ら
な
い
場
所
と
な
っ
て
お
り
、

市
役
所
屋
上
に
喫
煙
所
を
設
置
す
る
。

議
員　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
利
用
者
も

子
供
や
大
人
、
近
隣
市
の
方
も
多
く
利

用
し
て
い
る
の
で
、
喫
煙
所
を
敷
地
内

に
設
置
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　
健
康
増
進
に
利
用
す

る
施
設
で
、
喫
煙
は
遠
慮
願
い
た
い
。

だ
が
、
昼
寝
の
見
直
し
を
検
討
し
て
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
一
律
に
寝
か
し

つ
け
廃
止
は
で
き
な
い
が
、
個
々
の
状

況
に
合
わ
せ
た
対
応
を
心
掛
け
る
。

議
員　

①
授
業
効
果
改
善
や
、
健
康
増

進
手
段
と
し
て
、
教
室
へ
の
立
ち
机
の

導
入
や
短
時
間
の
午
睡
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
認
知
機
能
や
集
中
力

の
向
上
に
加
え
、
疾
病
予
防
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
効
果
な
ど
の
健
康
増
進
効
果
が

非
常
に
高
い
。
導
入
を
②
運
動
会
や
卒

業
式
を
見
直
し
、
教
職
員
、
児
童
生
徒

の
負
担
軽
減
や
授
業
時
間
の
確
保
を
③

病
気
療
養
児
や
不
登
校
な
ど
長
期
欠
席

者
を
想
定
し
た
遠
隔
授
業
の
実
施
を
。

教
育
部
長　
①
現
時
点
で
の
導
入
は
難

し
い
②
校
長
会
で
情
報
共
有
す
る
③
今

後
も
国
等
の
研
究
を
注
視
。

大
会
時
は
、
臨
時
喫
煙
所
を
設
置
す
る
。

議
員　
市
役
所
や
文
化
会
館
の
会
議
室

の
照
明
が
暗
い
の
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換

し
、
照
度
の
改
善
は
図
れ
な
い
か
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
１
競
技
場
の
窓

側
の
照
明
が
暗
い
。

財
務
部
長　

市
役
所
は
、
ロ
ビ
ー
や
廊

下
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
き
た
。
会

議
室
を
含
め
計
画
的
に
交
換
す
る
。

市
民
生
活
部
長　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
、
大
規
模
改
修
工
事
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

導
入
を
検
討
す
る
。

施
設
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
照
度

向
上
を

昼
寝
の
見
直
し
を
検
討
し
て
は

市
役
所
に
喫
煙
所
は
必
要

一
律
に
寝
か
し
つ
け
廃
止
は
で
き
な
い

屋
上
に
設
置
す
る

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

議
員
研
修
会
を
開
催

令
和
元
年
６
月
20
日
に
、
㈱
地
方
議

会
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
な
ら
び
に

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
講
師
・
明
治

大
学
公
共
政
策
大
学
院
講
師
で
も
あ
り

ま
す
廣
瀬
和
彦
氏
を
お
招
き
し
て
、「
政

務
活
動
費
に
つ
い
て
」
を
メ
ー
ン
テ
ー

マ
に
設
定
し
、
全
議
員
を
対
象
に
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

現
在
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、

政
務
活
動
費
の
使
途
基
準
に
つ
い
て
検

討
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
研
修
会
で
は
、

最
新
の
判
例
に
基
づ
い
た
政
務
活
動
費

支
出
の
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

【
政
務
活
動
費
】

戸
田
市
議
会
で
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
な
ら
び
に
戸
田
市
議
会
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
等
に
基
づ
き
、

戸
田
市
議
会
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す

る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
政

務
活
動
費
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
額
は
、
各
会
派
に
対
し
、
月
額

４
万
円
に
当
該
会
派
の
所
属
議
員
の
数

を
乗
じ
て
得
た
額
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
生
の
健
康
策
は

  つ

ぶやき

３
歳
に
な
っ
た
ら
、
お
昼
寝

は
不
要
で
す
よ

◀市役所屋上に設置された特定屋外喫煙場所

▼アメリカでの立ち机導入の効果

応
募
方
法
等

あ
て
先
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【滋賀県米原市
奈良県香芝市
】

奈良市の飛鳥中学校区では、幼・小・中が一
体となってコミュニティ・スクールの取り組み
を進めており、学校運営協議会については、小
中合同で開催しておりました。また、地域や学
校の負担に配慮し、無理のない持続可能な仕組
みづくりに努めていました。

北名古屋市では、市のサポートとして、教
育委員会が専任した２人のコーディネーターが
全ての学校を回り、情報交換や支援を行ってお
り、学校と地域が相互理解を深めていく上で

も、重要な役割を果たしていました。

【検証の結果】
奈良市は、小中連携を意識し、小中合同の学

校運営協議会を運営していること、北名古屋市
は、専任のコーディネーター２人が地域と学校
をつなぐ役割を果たしていたことが参考になり
ました。

委 員 会 視 察 レ ポ ー ト
総務委員会

文教・建設委員会

▲ 10 月16 日　熊本市役所にて

10 月 25 日　飛鳥中学校にて▶

委 員 会 視 察 レ ポ ー ト

【福島県伊
だ て

達市・福島県いわき市】
伊達市では、正式な辞令を受けたネウボラ保

健師が、１人１台携帯電話を持って相談しやす
い環境を整えたり、子育てに必須のアイテムが
詰まったお祝いの箱を、出産を控えた妊婦を訪
問して渡したりしていました。

いわき市では、７カ所ある地域保健福祉セン
ターにワンストップ窓口を設置し、各窓口に母
子保健コンシェルジュや子育てコンシェルジュ
を配置して、気軽に相談したり情報収集したり
できる環境が整っていました。

【検証の結果】
伊達市は、市民が気軽に相談できる仕組みを

構築していること、いわき市は、相談できる場
所を明確にしていることが参考になりました。
両市を視察して、自治体の規模に合った取り組
みを進めることが重要と感じました。

半田市では、特殊詐欺被害の増加を受け、
平成29年に議員提案により「半田市振り込め
詐欺等被害防止に関する条例」を制定していま
す。その後、夏休み期間中に交通指導員が高齢
者世帯を戸別訪問するなど、積極的な啓発活動
を実施しています。

野洲市では、消費トラブルなどの支援強化の
ため、平成28年に「野洲市くらし支えあい条
例」を制定し、消費者安全確保地域協議会を設
置しています。協議会では、全国で初めて消費
者庁から情報提供を受け、独自の見守りリスト
による活動を実施しています。

【検証の結果】
半田市は、条例を定めたことで既存の関係機

関との連携がさらに深まっていたこと、野洲市
は、消費者庁の情報を活用していたことが参考
になりました。

閉会中に実施した視察について、6 月 3 日の本会議冒頭に各委員長から報告がありました。
その概要は次のとおりです。

健康福祉委員会
自治体の規模に合ったネ

※

ウボラを推進

市民生活委員会
全国初の取り組みで独自の「見守りリスト」を作成

5 月 14 日　伊達市子育て世代包括支援センター「にこにこ」にて▶

▲ 5 月17 日　野洲市役所にて

【愛知県半田市・滋賀県野
や す

洲市】

【神奈川県川崎市】
川崎市では、出資法人の使命である「自主

的・自立的な経営」と「行政機能を補完・代
替・支援」という２つの原則を踏まえ、法人の
形態、関連する市の施策、事業の採算性等、法
人の特性に留意しながら、出資法人と適切に関
わるための指針を定めていました。

【検証の結果】
指針により出資法人が市の施策や計画にどの

ように関わっていくかを明確にしていたことが
参考になりました。

【滋賀県米
まいばら

原市・奈良県香
か し ば

芝市】
米原市は、令和元年度から地域のボランティ

アの方に、空き家所有者への空き家バンク登録
の働き掛けや、移住希望者からの質問や相談に
対応していただくことで空き家バンク機能の強
化を図る、空き家サポーター事業などに取り組
み、管理不全空き家の発生を地域ぐるみで防ぐ
取り組みを進めていました。

香芝市は、平成30年度から空き家の利活用
を支援する空き家再生等推進事業を開始してお
り、地元の自治会が中心となって、地域のコミュ
ニティー施設を整備し、幅広い世代の地域住民が
利活用し、交流する取り組みを行っていました。

【検証の結果】
両市ともに、空き家の適正な管理や利活用に

ついて、地域住民の力を活用している点が参考
になりました。

委 員 会 視 察 レ ポ ー ト
総務委員会
出資法人への適切な関与に向けた指針

文教・建設委員会
地域における空き家対策を推進

▲５月９日　川崎市役所にて

▲ 5 月15 日　空き家を活用して整備されたコミュニティー施設
　( 香芝市 ) にて

委 員 会 視 察 レ ポ ー ト

※ネウボラ…フィンランド語で“ネウボ＝アドバイス”、“ラ＝場所”という意味で、妊娠から出産、子供が生まれ
た後も基本的には６歳まで、切れ目なくサポートを提供する総合的な支援サービスを行う施設のこと。
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議ぎかい会を  知っtoco
～ 聞きたい 知りたい議会のしごと ～

し と こ

シリーズ

Vol.12

Q1

Ａ. 名前にある通り、議会をスムーズに運営するための話し合いを行う委員会なんだ。           定例会の日程や本会議の進行手順を話し合ったり、議会に関するルールについて話し合っ
たりしているよ。議会全体に関係することは、すべて議会運営委員会で話し合っていることから、
議会の中心的な役割を持つ委員会なんだ。

Ａ. １定例会につき４回、委員会を開催しているよ。そのほか、定例会中はもちろん、それ以             外の時期も、必要に応じて開催しているんだ。平成30年は、１年間で26回開催していて、
ほかの委員会と比べても一番多く開催しているんだ。隣のページでは、６月定例会中に開催した議
会運営委員会の日程と主な内容を載せているよ。

Ａ. 定数は９人で、２人           以上の会派から選
出することになっているんだ。
この９人とは別に、議長、副
議長が参加していて、１人会
派もオブザーバーとして参加
しているよ。

何をする委員会なの？

Q2 いつ開催するの？

Q3
誰が委員に
なるの？

●議案をどの委員会に付託するか協議。
●６月定例会の日程や定例会初日の進行手順について協議。
●その他、一般質問に関する申し合わせなどについて協議。

●一般質問者の日別割り振りについて協議。
●受理した請願・陳情を確認。
●その他、一般質問に関する申し合わせなどについて協議。

●人事案件、意見書について協議。
●次回の９月定例会の日程について協議。
●その他、一般質問に関する申し合わせなどについて協議。

●意見書について協議。
●定例会最終日の進行手順について協議。
●次回の９月定例会の日程について協議。
●その他、一般質問に関する申し合わせなどについて協議。

〜議会運営委員会って、なあに？〜 今回は議会運営委員会について知っｔｏｃｏ！

▲ 議会運営委員会の様子

１回目の主な内容

２回目の主な内容

３回目の主な内容

４回目の主な内容

１回目から４回目まで、何度も話し合っている内容があ
るよね。議会運営委員会では、議会全体に関係すること
を話し合うため、内容によっては、１回の委員会で結論
を出さずに、各会派で考えをまとめて、再度話し合うな
ど、慎重に議論しているんだ。ちなみに、議会運営委員
会は、定数の９人全員の意見が一致しないと、決定でき
ないというルールにしているんだ。合議制の議会を象徴
する委員会とも言えるね。

Check!

令和元年
６月定例会の日程

５月２７日

２８日
２９日
３０日
３１日

６月　１日
２日

　３日

４日
５日
６日
７日
８日
９日

１０日
１１日
１２日
１３日
１４日
１５日
１６日
１７日

１８日

１９日

２０日

２１日
２２日
２３日
２４日
２５日
２６日

・招集告示日　
・議会運営委員会①

・本会議（初日）　
・議会運営委員会②

・本会議（質疑、委員会付託）

・本会議（一般質問①）
・本会議（一般質問②）

・本会議（一般質問③）
・本会議（一般質問④）　
・議会運営委員会③
・常任委員会
・特別委員会　
・議会運営委員会④

・本会議（最終日）

月　　日　　　　会　　議　　内　　容
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暑
中
お
見
舞
い

  

申
し
上
げ
ま
す

　  

令
和
元
年 

盛
夏

　
　

戸
田
市
議
会

　   　 議 会 日 誌    　

新
曽
北
小
学
校
の
３
年
生
の
児
童

の
皆
さ
ん
が
、
市
議
会
見
学
ツ
ア
ー

と
し
て
、
議
場
な
ど
、
議
会
関
連
の

施
設
を
見
学
し
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

議
場
で
は
、
議
会
の
仕
組
み
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
後
、
議
席
に
座
っ
た

り
、
演
壇
で
マ
イ
ク
を
使
っ
て
発
言

し
た
り
、
議
員
と
同
様
の
体
験
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

議※

員
互
助
会
か
ら
14
人

が
参
加
し
、
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）、
異
物
除
去
法
、
止

血
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

命
を
救
う
行
動
が
、
勇
気

あ
る
行
動
で
は
な
く
、
普

通
の
行
動
と
な
る
よ
う
に
、

議
員
一
同
心
掛
け
て
ま
い

り
ま
す
。

市
議
会
知
っ
tｏｃｏ

見
学
ツ
ア
ー
を
実
施

普
通
救
命
講
習
を
受
講

Pick up!

Pick up!

4 月
　４日　　議員互助会会計監査
　９日　　議会広報委員会
１０日　　第一区議長会会計監査
１２日　　議員互助会役員会
１６日　　特別委員会（まちづくり・交通対策／議会改革／  
               議会広報）／常任委員会（総務／文教・建設／
               健康福祉／市民生活）
１７日　　健康福祉委員会市内視察／健康福祉委員会
２５日　　第一区議長会定期総会

5 月
　９日　　総務委員会視察
１０日　　三重県津市議会視察来庁
１４日　　鹿児島県鹿屋市議会視察来庁／
              市議会知っ toco ツアー実施（戸田第一小学校）
１４日～１５日　視察（文教・建設／健康福祉）
１６日～１７日　市民生活委員会視察
２０日～２１日　議会広報委員会視察
２２日　　特別委員会（まちづくり・交通対策／議会改革）
２３日　　大阪府摂津市議会視察来庁
２４日　　岩手県一関市議会視察来庁／
               県議長会役員会、総会
２７日　　議会広報委員会／議会運営委員会／
               常任委員会（総務／文教・建設／健康福祉／市民生活）
２９日　　関東議長会総会

6 月
　３日　　本会議（議案説明）／議会運営委員会／議員互助会役員会
　４日　　戸田競艇企業団議会議会運営委員会
　６日　　蕨戸田衛生センター組合議会議会運営委員会
　７日　　戸田競艇企業団議会
１０日　　本会議（議案質疑）／議会広報委員会
１１日　　全国市議会議長会総会
１２日　　蕨戸田衛生センター組合議会
１３日　　本会議（一般質問）
１４日　　本会議（一般質問）
１７日　　本会議（一般質問）／議員互助会役員会
１８日　　本会議（一般質問）／議会運営委員会
１９日　　常任委員会（総務／文教・建設／健康福祉／市民生活）
２０日　　特別委員会（まちづくり・交通対策／議会改革／
               議会広報）／ 議会運営委員会／議員研修会
２４日　　普通救命講習（議員互助会）
２６日　　本会議（委員長報告、討論、採決）／
               特別委員会（議会改革／議会広報）
２７日　　蕨戸田衛生センター組合議会
２８日　　岩手県奥州市議会視察来庁／
              市議会知っ toco ツアー実施（新曽北小学校）

宇美町の議会だよりは、議会の情報ととも
に、議会の活動とは関係のない町内のイベント
などを取材して、その内容を掲載しています。
議会が何に注目しているのかを伝えることが目
的ですが、議会だよりの読みやすさにもつなが
っていました。

大津町の議会だよりは、できる限り文字数
を少なくすることを心掛けていて、一般質問の
ページでは、質問項目を１問に絞って、画像を
大きく掲載するなど、一目見たときの読みやす
さを重視しています。情報量は少なくなります
が、読みづらくて敬遠されるよりも、手に取っ
てもらえることを優先していました。

【検証の結果】
一般質問のページを読みやすくするため、文

字数を減らして見出しを大きくすることで、意
見が一致しました。

この６月定例会号から早速取り入れているの
で、ぜひご確認ください。

戸田市議会では、昨年８月より、会議の効率化

やペーパーレス化などを目的としてタブレット端

末の運用を開始しています。

運用開始後、これまでは紙資料を併用していま

したが、６月定例会より、執行部から提出される

議案書(予算書含む)以外の資料は、原則、タブレッ

ト端末で確認することになりました。本会議はも

ちろん、すべての委員会が対象であり、本格的に

ペーパーレス化が進むことになります。

なお、本会議については、市長をはじめ執行部

職員も、タブレット端末を試行的に導入していま

す。今後、執行部も含めて、議会のＩＣＴ化を推

進することで、さらなる会議の効率化や紙資料の

削減に取り組んでいきます。

議会広報委員会
読みやすさを重視した紙面づくり

▲ 5 月 21日　オークスプラザ ( 大津町 ) にて

【福岡県宇
う み ま ち

美町・熊本県大
おおづまち

津町】

委 員 会 視 察 レ ポ ー ト委 員 会 視 察 レ ポ ー ト

ペーパーレス化に向け、タブレット端末を本格運用

▲ 本会議の様子

▲ 委員会の様子

※議員互助会…全議員で構成する組織で、議員相互の親睦と福利厚生活動の助長や、市政に関する諸般の研
究を行うことを目的としている。美里町（姉妹都市）との交流事業などを行っている。
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題字を書いてくれた人

戸田のみんなのことを思い書きました。
「と」のバランスが難しかったけど、頑張りました。

新曽小学校　６年　山
やまぐち

口  大
だ い た

太さん

９月定例会の予定
※日程は変更になる場合があります。

（
掲
載
し
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
）

本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、「
大
豆
油
イ
ン
キ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

京
五
輪
の
ボ
ー
ト

競
技
会
場
と
な
る

「
海
の
森
水
上
競
技
場
」

が
完
成
し
、
完
成
記
念
レ

ガ
ッ
タ
に
戸
田
市
の
市
民
ク
ル
ー
が
参
加
す

る
の
で
、
応
援
と
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

海
の
森
と
い
う
よ
う
に
、
東
京
湾
か
ら
の
強

い
風
が
常
時
吹
き
、
頭
上
に
飛
行
機
が
頻
繁

に
通
過
す
る
な
ど
、本
番
は
大
丈
夫
か
な
ぁ
？

と
少
し
心
配
に
な
り
ま
し
た
。　
　

   (

I)

管
年
齢
が
去
年
も
今
年
も
10
歳
若
い
と

の
診
断
結
果
で
、
私
自
身
ひ
そ
か
に
喜
ん

で
い
ま
す
。「
い
つ
ま
で
も
若
く
、
元
気
で
、
長

生
き
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
が
、
つ
い

つ
い
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
の
日
も
あ
り
、
ひ

そ
か
に
反
省
も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 (

Ｔ)

年
５
月
１
日
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と
元

号
が
変
わ
っ
た
。
英
訳
で
は
ビ
ュ
ー
テ

ィ
フ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー(

美
し
い
調
和)

だ

そ
う
だ
。
わ
が
会
派
も
同
時
に
平
成
会
か
ら

令
和
会
へ
と
名
称
変
更
し
た
。
心
機
一
転
、

会
派
一
丸
と
な
り
、
さ
ら
な
る
市
民
福
祉
向

上
の
た
め
、
頑
張
る
ぞ
！               (

Ｉ)

中
症
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
猛
暑
日

が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
雨
が
続
い
て
肌

寒
い
日
も
あ
り
ま
す
。
今
年
の
夏
も
、
異
常

気
象
に
備
え
て
体
力
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
A
水
分
補
給
も
忘
れ
ず
に
。     (

葉)

〒 335-8588　戸田市上戸田 1 丁目 18 番 1 号
メール  gikaijimu@city.toda.saitama.jp
ホームページ　http://www2.city.toda.saitama.jp/gikai/

発行・戸田市議会　編集・議会広報委員会
TEL 048-441-1800（代）FAX 048-433-2212

表紙写真撮影：議会事務局
戸田市

本熱 血

東

８月２６日 ( 月 )　本会議 ( 開会、議案説明 )
９月   3 日 ( 火 )　本会議 (質疑、請願の提出、委員会付託)
　　   ４日 ( 水 )
　　　５日 ( 木 )　　
　　　６日 ( 金 )
　　   ９日 ( 月 )
　　１０日 ( 火 )
　　１１日 ( 水 )　　
　　１２日 ( 木 )
　　１３日 ( 金 )
　　１７日 ( 火 )　特別委員会
　　２６日 ( 木 )　本会議 (委員長報告、討論・採決、閉会)
         ※開議時間は、いずれも午前 10 時です。

      気軽に市役所へ傍聴においでください。    

本会議 ( 一般質問）

常任委員会
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笹目東保育園の 
夏祭りに伺いました

笹目東保育園で開催された夏祭りに、議会広報

委員が伺いました。同園では、食育に力を入れて

いて、今回の夏祭りに当たっても、なぜお祭りを

するのかを学ぶ中で、作物の豊作を願って行われ

るお祭りに注目したそうです。作物を育てる大地

をイメージしたみこし台には、園児たちが育てて

いるトマトを模した飾り付けがされていました。

その上に載せられたおみこしは、野菜とお米に彩

られていて、何ともおいしそうな仕上がりに。

｢ワッショイ！」の掛け声とともに、勇ましい様

子でおみこしを担ぐ園児たちが印象的でした。

議 会 傍 聴 メ ー タ ー

議 会 傍 聴 メ ー タ ー
６月定例会の傍聴者数 (本会議)

傍 聴 席 へ ど う ぞ ！
市役所８階の受付で住所・氏名などを記入す
れば、本会議を傍聴できます。生で市政の動き
を知る絶好のチャンスです。
ぜひ一度、議場においでください。


